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コ
ー ヒー飲用 に よ る尿 中過 酸化 水素 の 排

せ つ

○平本
一

幸，木 田智子 ， 菊 川清見 （東京薬大 ・薬）

Ur血aπy　 excreIion 　of　hydrx）gen 胆emxidc 　 by　 coffoe

d亘nk 重ngKazuyukl

　 HIRAM σvO ，　 Tomoko 　KIDA ．　 Kiyomi

KIKUGAWA

（Schoo且of 　Pham ．　Tokyo　U面v，　Pharm ．　and 　Life　Sci．）

【目的】我々 は コ
ーヒーに 過酸化水素を発生する

hydroxyhydmequinone（HH   が含 まれ る こ とを見い

出 した。今回 ，コ
ー

ヒ
ー飲用後の 尿 中の 過酸化水

素 を測 定 した。　 〔方法蘯 コ
ー

ヒ
ー

は市販 の 缶 コ
ー

ヒ
ー

（197ml 入 り）と中細挽き の コ
ー

ヒ
ー

豆 30g ／

210m 且熱湯抽 出した コ
ー

ヒ
ー

互50m1 を用 い た。缶

コ
ー

ヒ
ー

あ るいは抽 出 コ
ー

ヒ
ー

を飲用 し ， 飲用 前

後 の 尿中過酸化水素 を鉄 の 酸化 を利用 し た比色法

によ っ て 定量 した。

【結果】 1 杯分 の コ
ーヒー

を pH　7．4．37 ℃ で 1h

処理する と，缶 コ
ーヒー，抽出 コ

ーヒーの 過酸化

水素の量はそれぞUt　isO，　120　pmol であっ た。健康

な男女 10 人が缶コ
ー

ヒ
ー

を飲用 し 05h 毎に 3h

まで採尿 した後に測定す ると，尿 中過酸化 水素は

飲用 0．5h 後か ら増え ， 1−2　h 飲用前の 2− 11倍 に

達 し，3h で 飲用前の濃度 に まで減 少 した。過酸

化水素を採尿直後に測定す ると ， 飲用 前 2．2　ymol／g
Creか ら飲用 lh後には 4．5pmo9 ／g　Crc に 増加 した。

同
一

の 尿 を室温 で 3h 処理する と飲用前 の 尿 O．5

μmollg 　Cre，飲用後 6．7 μmd ／g　Cre とな っ た。尿 に

HHQ 　O．　1　mM を添加 し室温で 2b 処理すると 34 μM

の過酸化水素 が発生 した。こ の こ とは尿中 に過 酸

化水素と HHQ が 共に排泄され て い る こ とを示 し

て い る 。 缶コーヒー
， 抽出コ

ー
ヒ
ー

飲用後 3h 尿

をプール し，室温 丑 h 処理 した後測定す ると尿 中

の過酸化水素量 はそれぞ＊LO．6−O．9 および α8 μmol

で あ り，排泄量は コ ーヒ
ー

中の 過酸化水素 の 約 1％

で あ っ た。

【考 察籌コ
ー

ヒ
ー

の 飲用 によ り尿 中に過酸化水 素

と HHQ が排 漉され，体内で も過酸化水素が発 生

して い る可能性 が示唆された 。
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PhlP に よ り誘発 さ れ た ラ ッ ト乳癌 に お け る

Brcal 蛋白の発現低下
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　 ヘ テ ロ サイ ク リ ッ クア ミ ン の
．・
つ で あ る 2−

amino 一ユーmethy 】
−6−phenylimidazo ［4，5−b］−

pyridine （PhlP）に よ り誘発 した ラ ッ ト乳癌は、

ヒ ト散発性乳癌の モ デル と され る。Ha −ras の 突

然変異が 10−40 ％検出され、
’
また 、p53 の 突 然

変異が まれ に認め られ る もの の 、そ の分子機構

は十分 に はわ か っ て い な い。そ こ で、ヒ ト散発

性乳癌で 認められる Br⊂a ］蛋白の発現低下 と、

そ の原因の 一
つ とされるプ ロ モ

ー
タ
ー領域 の 過

剰 メ チ ル化を解析し た 。ラ ッ ト Brca 　1 と交叉す

る 二 種類の抗 ヒ ト BRCA1 抗体 を用 い た免疫組

織染色で は、検索した Phff） 誘発ラ ッ ト乳癌 17

個の うち、ほ と ん ど全て で Brcal 蛋 白の 発現が

著明に低下 して いた 。 こ の Brca1蛋 白 の 発現低

下は immunoblotting によ り確認 された。一
方 、

プ ロ モー
タ
ー領域 の 過剰 メチル化は認められず、

mRNA の 発現 も保 たれて い た。また、翻訳領域

の 突然変異も検出 されなか っ た。従 っ て 、PhlP

誘 発ラ ッ ト乳癌で は、Br（nl 　mRNA の 翻訳効率

の 低下 また は Br（別 蛋白 の安定性の 低下が生 じ

て い ると考 えられた。PhlP 誘発ラ ッ ト乳癌は、

ヒ ト乳癌 の うち、BR （）Al　 mRNA の発現低下を

示 さず、蛋 白発現 の 低
．
ドを示す 群の 良い モ デル

となる と思われる。
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